
 
 

▽
『
さ
い
せ
き
函
館
』
毎
月
発
行
し
て
些
か 

歳
の
せ
い
か
面
倒
に
な
っ
て
き
た
気
が
す
る
。 

や
は
り
そ
の
様
な
気
が
す
る
。
愛
犬(

梅)

を
散

歩
さ
せ
る
の
に
少
し
走
っ
て
み
た
。
足
首
に
痛

み
を
感
じ
る
。
息
が
切
れ
る
。
心
配
そ
う
に
梅

が
こ
ち
ら
を
見
る
が
、
そ
の
眼
は
、「
早
く
歩
け
」 

と
言
っ
て
い
る
様
で
、
ど
ち
ら
が
散
歩
さ
せ
て

い
る
の
か
全
く
複
雑
な
感
じ
に
成
っ
て
し
ま

う
。
余
は
、
こ
の
時
期
何
を
や
っ
て
も
怠
さ
を

感
じ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
で
な
く
と
も
性

格
と
し
て
昔
か
ら
楽
な
方
に
水
の
流
れ
の
如

く
流
れ
る
の
が
最
も
得
意
の
自
分
で
あ
る
。 

▽
砕
石
２
世
の
会
が
北
海
道
地
方
本
部
の
会

員
の
若
手
で
創
っ
た
の
は
、
２
５
年
位
前
で
あ

っ
た
様
な
気
が
す
る
。
時
間
が
止
ま
っ
た
訳
で

な
い
。
当
時
の
若
者
は
、
確
実
に
進
化
し
て
夢

を
語
り
合
う
時
間
が
持
て
な
い
。
偶
に
会
え
ば 

病
気
の
話
、
薬
の
話
、
孫
の
話
で
あ
る
。 

さ
す
が
に
本
部
長
も
切
れ
た
。
こ
の
厳
し
い

経
営
環
境
に
あ
り
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
確
実

な
到
来
が
目
の
前
に
あ
る
。
ま
た
、
高
度
経
済

成
長
期
と
は
異
な
る
需
要
構
造
、
働
き
方
改
革

が
進
む
中
で
雇
用
環
境
が
変
わ
る
。
次
世
代
を

担
う
若
手
経
営
者
・
後
継
者
の
育
成
と
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
事
が
必
要
な
事
で
は
な
い
か
と
。 

▽
大
賛
成
で
あ
る
。
新
た
な
感
覚
で
情
報
共
有

し
な
が
ら
我
欲
に
走
ら
ず
砕
石
業
の
本
質
を

同
世
代
同
志
で
勉
強
会
や
意
見
交
換
を
行
っ

て
ほ
し
い
と
思
う
。
本
部
長
も
全
面
的
に
協
力

体
制
を
事
務
局
に
指
示
し
た
。 

し
か
し
、
若
者
よ 

高
齢
者
は
大
事
に
し
て

く
れ
。
偶
に
は
、
話
を
聞
い
て
く
れ
。
附
い
て

行
く
の
に
結
構
、
息
が
切
れ
る
。 

 (一社)
日
砕
協
北
海
道
地
方
本
部
・ 

 
 

 
 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

 

◇
合
同
理
事
会
開
催 

4
月
18
日(

水) 

札
幌
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル 

 

主
な
議
題
は
、 

①
本
部
第
24
回
理
事
会
の
報
告 

②
平
成
30
年
度
の
行
事
予
定
等
に
つ
い
て 

◇
年
間
行
事
予
定
に
つ
い
て 

◇
移
動
理
事
会
の
開
催
に
つ
い
て 

◇
能
力
向
上
教
育
講
習
の
実
施
に
つ
い
て 

◇
骨
材
資
源
工
学
会
記
念
事
業
へ
の
協
力 

③
平
成
30
年
度
通
常
総
会
に
つ
い
て 

 

◇
総
会
の
運
営
に
つ
い
て 

 
◇
通
常
総
会
議
案
書
確
認 

 
 

①
北
海
道
砕
石
協
同
連
合
会 

 
 

②
(一社)
日
本
砕
石
協
会
北
海
道
地
方
本
部 

④
そ
の
他 
報
告
事
項 

 
 

 
 

 

に
つ
い
て
協
議
致
し
ま
し
た
。 

※
本
部
総
会
で
定
款
の
改
正
案
が
出
さ
れ
ま

す
。
内
容
は
、
現
在
の
副
会
長
３
名
を
５
名
体
制

に
す
る
た
め
で
す
。
此
れ
に
よ
り
全
国
的
に
平

準
化
さ
れ
た
組
織
づ
く
り
が
成
さ
れ
議
案
の
審

議
が
特
定
の
地
域
や
理
事
に
特
化
さ
れ
る
事
な

く
審
議
体
制
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
な
る
と
感
じ
ま

す
。
定
款
変
更
は
、
総
正
会
員
数
の
３
分
の
２
の

同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
総
会
は
、
６
月
７

日
、
東
京
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
る

事
か
ら
出
席
者
数
も
限
ら
れ
て
参
り
ま
す
が
委

任
状
だ
け
は
決
し
て
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
下
さ

い
。
本
部
運
営
に
関
し
て
は
ベ
タ
ー
な
人
事
案
だ

と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

◇
平
成
２９
年
度
道
内
砕
石
生
産
出
荷
動
向 

経
済
産
業
省
に
よ
る
昨
年
の
砕
石
の
主
要
用

途
別
生
産
量
及
び
出
荷
数
量
の
推
移
が 

 

公
表
さ
れ
ま
し
た
。 

 ◇
災
害
注
意 

※
春
に
な
る
と
高
齢
者
の
運
転
事
故
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
を
踏
み

間
違
え
の
原
因
。
我
々
の
業
界
で
も
昔
の
血

気
盛
ん
な
意
識
は
持
ち
つ
つ
も
体
力
的
に
進

化
し
て
視
力
・
判
断
力
が
鈍
く
な
る
事
か
ら

重
機
等
の
誤
動
作
に
よ
る
接
触
も
み
ら
れ
る

事
例
が
あ
り
ま
す
。
現
場
で
の
災
害
防
止
を

図
る
こ
と
か
ら
も
再
検
討
が
必
要
。 

 

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
・協
会
動
向 

 

◇
理
事
会 

 
 

4
月
12
日
14
時
よ
り
協
会
事
務
所
に
て

実
施
し
ま
し
た
。
主
な
議
題
は 

① 

平
成
30
年
度
総
会
資
料
の
確
認
。 

② 

値
上
げ
要
望
活
動
に
対
し
て
結
果
報
告 

函
館
地
区
4
ゾ
ー
ン
の
上
げ
幅
が
100
円

と
他
の
ゾ
ー
ン
と
大
き
く
乖
離
し
た 

 

結
果
と
な
っ
た
事
か
ら
今
後
、
函
館
骨
材

組
合
を
中
心
と
し
た
価
格
改
定
に
努
力

し
て
頂
き
地
区
砕
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
の

活
動
状
況
を
鑑
み
連
携
を
取
り
ま
す
。 

 

報
告
① 

 

こ
の
度
、
平
成3

0

年
度
安
全
標
語
の
地
方
本

部
で
の
選
考
結
果
、
函
館
支
部
か
ら 

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
㈱
上
磯
工
場 

峩
朗
鉱
業
所 

北
村
宏
一
さ
ん
の 

【運
転
操
作
し
て
い
る
最
中 

脇
見
る
な 

 
危
険
予
知 

常
に
集
中
怠
る
な
】 

同
職
所
・山
口
明
寛
さ
ん
の 

【一
人
一
人
が
安
全
管
理
の
責
任
者 

 

全
員
参
加
で
ゼ
ロ
災
職
場
】 

の
2
点
を
選
考
さ
れ
本
部
に
報
告
済
み
と 

成
っ
て
い
ま
す
。 

報
告
② 

 

4
月
19
日
、
経
済
調
査
会
・北
海
道
支
店
に

訪
問
し
こ
の
度
の
価
格
改
定
の
調
査
実
態
と
現

況
状
況
に
つ
い
て
佐
藤
副
理
事
と
協
議
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
道
の
考
え
と
し
て
砕
石
業
の
諸
機

材
、
消
耗
品
、
燃
料
油
脂
関
係
の
値
上
げ
に
対

し
て
の
一
定
の
理
解
は
さ
れ
て
い
る
も
の
の
結

論
と
し
て
は
、
市
場
調
査
か
ら
こ
の
度
の
価
格

幅
に
留
め
た
と
の
判
断
だ
そ
う
で
す
。 

 

◇ 

事 

務 

局 

よ 

り
◇ 

今
後
の
予
定
に
つ
い
て 

① 

挨
拶
回
り
と
依
頼 

４
月
25
日(

水)

午
後
4
時
よ
り 

 

 

渡
島
総
合
振
興
局
中
心
に
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

総
会
に
向
け
て
の
来
賓
と
し
て
の
依
頼
。 

 

②
支
部
・地
区
砕
通
常
総
会 

 
 

5
月
18
日(

金) 

花
び
し
ホ
テ
ル 

 

③
通
常
総
会 

5
月
23
日(

木) 

札
幌
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

15
時
～ 

一社
日
本
砕
石
協
会
北
海
道
地
方
本
部
16
時
～ 

3
団
体
合
同
懇
親
会
17
時
15
分
頃
～ 

 

 

 


